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DATA 　水質が最も良好な河川 2020
DATA 　水質が最も良好な河川 2011-2020
DATA 　過去 10 年間の水質改善状況
DATA 　環境基準（BOD等）の満足状況

DATA 　水質事故等の状況

猪名川 い～な
　　－ 猪名川を知り、学ぶ活動を通じて、

              「行政と住民が一体となった水質浄化」を実現 －
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令和 2 年全国一級河川の水質現況
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水質が最も良好な河川
2011 - 2020
平成 23- 令和 2年水質調査結果

2011-2020 年（平成 23- 令和 2年）の 10年で、
4回以上「水質が最も良好な河川」となった河川（18河川）を紹介します
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　令和 2年の地点毎の年間の平均的な水質（BOD 値）と、平成 22 年の地点毎の年間の平均的な水質（BOD 値）から、10 年
間の直轄管理区間の水質改善幅による地点の水質改善状況を比較すると、上記上位 5地点で大幅な水質改善が進んでいます。
　また、上記上位 5地点以外にも、様々な取組み等により、全国的にきれいな川、生物が生息しやすい川などをめざして水質
や水環境の改善が多面的に取り組まれています。
　こうした水質を改善する取組みを地域づくりや観光振興とあわせて実施している河川として、

しています。

過去 10年間の水質改善状況
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　令和 2年に、一級河川（湖沼及び海域を含む。）の直轄管理区間において、生活環境の保全に関する環境基準項目のうち、BOD（生
物化学的酸素要求量）または、COD（化学的酸素要求量）の環境基準を満足した地点の割合は 92％（909 地点 /988 地点）で、
依然として高い割合を維持しています。
　なお、令和 2年に BOD（または COD）値が環境基準を満足した地点の割合について、地点の種類別に見ると、河川のみでは
98％（868 地点 /888 地点）、湖沼等（海域含む）※3 では 41％（41地点 /100 地点）でした。

環境基準（BOD等）の満足状況

92

※1　BOD（生物化学的酸素要求量）：　河川の水質の汚濁状況を測る代表的な指標である。水中の汚れ（有機物）が微生物により分解されるときに消費される酸素量のことで、BOD の値が
大きければ水が汚れていることを表す。

※ 2　COD（化学的酸素要求量）：　湖沼や海域の水質の汚濁状況を測る代表的な指標である。水中の有機物を酸化剤で酸化されるときに消費される酸化剤の量を酸素量に換算したもので、
COD の値が大きければ水が汚れていることを表す。

※ 3　河川・湖沼別の環境基準を満足した地点の割合は平成 8年より整理（平成 26年以降は海域も含む）

令和 2年における、直轄管理区間の健康項目全体の環境基準を満足した割合は 99％（前年 99％）となっており、ほとんどの
地点で環境基準を満足しました。

令和 2年度における、ダイオキシン類が水質環境基準を満足した地点の割合は 97%（207 地点 /214 地点）でした。



7

　令和 2年は令和元年と比べ 77件減少し、水質事故の発生件数は、減少傾向にあります。
　事故の内容を原因物質別にみると、油類の流出が全体の約 8割を占めています。
　一級水系においては、水質事故発生時には、河川管理者、利水者、その他関係行政機関等により構成される「水
質汚濁防止連絡協議会」を通じて、速やかに情報の収集、通報・連絡を行うとともに、関係機関と連携して速や
かにオイルフェンスを設置するなどの対策により、被害の拡大防止に努めています。

合計　798 件（自然現象 15件を除く）

油類
665 件
83.3%

化学物質
36件

油類・化学物質以外
34件

4.5%
4.3%

7.9%

その他
63 件

水質事故を防ぐために
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水質事故を防ぐために水質事故を防ぐために
　水質事故の多くは油類や化学物質によるものであり、工場や農家などで使用される機械の故障・操作ミスや、
交通事故、ごみの不法投棄などによって発生します。
　ひとたび油類や化学物質が河川へ流出してしまうと、魚などの水生生物に影響を与えるだけでなく、規模によっ
ては河川からの水道用水等の取水が制限されるなど、広範囲にわたって市民生活に重大な影響を及ぼすおそれが
あります。
　そのため水質事故発生時には、「水質汚濁防止連絡協議会」を通じて速やかに通報・連絡・情報収集を行うとと
もに被害の拡大を防止できるよう、日頃より関係機関と共同で訓練等を実施しています。

　北海道一級河川環境保全連絡協議会 網走地方部会

は、国・道・市町・警察で構成され、網走川、常呂川、

湧別川及び、渚滑川並びにこれらに接続する公共用

水域等の環境保全対策に関する連絡調整を行ってい

ます。

　部会では、河川に油類が流出するなどの水質事故

が発生した際の対策技術の向上を目的に、実際の水

質事故発生を想定した現地対策訓練を実施しており、

令和 2年には、湧別川で油流出事故発生時の現地対

策訓練 ( オイルフェンス設置 )、油分等の簡易水質調

査の実演などが行われています。

　関川・姫川水系水質汚濁連絡協議会では、関係機

関合同で水質事故対応実技訓練と情報伝達訓練を毎

年秋に実施し、水質事故に備えています。

　これは、灯油等の取扱いミスなどを原因とした油

流出事故が、暖房が必要となる冬期に多発するため、

本格的な冬期間を迎えるにあたって実施しており、

令和 2年には、関川・姫川流域の関係機関（15団体）

が参加し、油処理に関する講習やオイルフェンス等

設置の実技訓練を合同で実施しています。
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　猪名川は、兵庫県川辺郡猪名川町にある大野山を水源地
とし、大阪府・兵庫県・京都府の 11 の市と町を流れなが
ら神崎川に合流する河川です。
　上流部には、自然林が残っていますが、中流から下流に
かけての流域には、住宅や工場が建ち並び、東西の拠点を
結ぶ交通機関も集中するなど、流域内の資産密度・人口密
度が著しく高い典型的な都市河川です。

　猪名川の水質改善に向けて、猪名川を知り、学ぶ様々な
取り組みが、住民や市民団体の協力のもと進められました。
猪名川水環境交流会『いながわ体験フェスタ』はその一つ
です。交流会自体は以前からシンポジウム形式で開催され
ていましたが、子供から大人まで楽しめるよう体験ブース、
子供たちの発表、環境パネル展示を軸にしたイベントにリ
ニューアルし、多くの参加者から好評を得て、猪名川の水
環境改善への啓発に役立っています。
　また、猪名川の広報・啓発に重要な役割を担っているの
が「猪名川河川レンジャー」です。
　猪名川の魅力を発見してもらう取組みとして写真・絵画
コンクールを平成 24 年から主催するほか、環境や防災の
出前講座を幅広く実施しています。市民団体などが主催す
る「水辺まつり」や「猪名川クリーン作戦」にも発足当時
から参加を続けるほか、猪名川流域で活躍する団体をリ
レー形式で紹介するなど、市民団体の交流促進・支援にも
長年取り組んでいます。

　約 10 年前の猪名川の水質は、全国一級河川水質調査に
おいて、ワースト 5の常連でした。
　当時の住民アンケートでも猪名川への関心は高いものの
水質がよくないと感じている人の多い傾向がありました。
また、水質調査や清掃活動への参加も少なく、広報活動や
啓発活動が行き届いていない実態が明らかとなりました。
　水質をよくするためには、住民の猪名川への関わりを深
め、行政と住民が一体となって水質浄化に取り組む重要性
が浮き彫りになりました。
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　『猪名川河川レンジャー』は、地域と連携した河川整
備を進める上で、住民に関心を持ってもらい、住民参加
型の河川整備の推進を支援する立
場で、住民と行政との関係をコー
ディネートし、人と川をつなぐ役
割を担っています。
　環境保全担当のレンジャーであ
る佐藤さんは、猪名川で陸生のホ
タル・ヒメボタルを見て以来、猪
名川の魅力にひかれ、長年猪名川
の環境保全活動に携わってきました。
身近な猪名川の楽しさを紹介していきたいとレンジャー
を引き受け、出前講座の講師など積極的に活動されてい
ます。
　防災や歴史文化担当のレンジャーもおり、令和 2年は
レンジャー 3名と協力員 4名の体制で活動しています。

　5年生を対象に、佐藤レンジャー
達による猪名川の水質に関する講座
と調査体験が行われました。
　パックテストを用いた水質調査で
は、川の水にジュースをわずかに混
ぜてパックテストを行い、少しの汚
れでも魚が生きられない水質になっ
てしまうことを学んでもらいまし
た。

　このような取り組みの活発化とともに、猪名
川の水質改善も進みました。長年にわたって水
質の悪い状態が続いていた利倉地点も、直上流
にある下水処理場の高度処理導入を契機に、平
成 25年から減少に転じました。
　この結果、平成 22 年に BOD 年平均値で
8.1mg/L だったものが、令和 2 年に 3.0mg/L
まで改善しています。これは、10 年間の水質
改善幅としては全国 1位です。

次世代の若者たちと一緒になった川づくりも
始まっています。

　水質改善とともに猪名川への親しみも増し、猪名川の自然や歴史文化、
水辺の魅力について注目が集まってきています。
　今後も、猪名川の良さを多くの人が共有でき、多くの人が川の活動に携
わることで、川と人のつながりや地域と人のつながりを強めていくよう、
取組みが続けられています。
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ランエー」が行われます。あわせて花火大会も開催され夏
の風物詩となっています。

　高津川では、川と地域の魅力を伝える取り組みも活発で
す。流域 3市町は官民の協議会を設立し、首都圏の都市と
の交流事業を展開しています。このほか高津川流域に生き
る人々の日常を描いた映画「高津川」が公開され（※ 1）、
評判を呼んでいます。新型コロナウィルスの影響下にあっ
ても、高津川の様々な恵みを紹介するオンラインツアーも
開催されました。
　これからも高津川と地域の暮らしに注目です。
（※ 1　2019 年 11 月 29 日中国地方で先行上映。20 年 4
月より全国公開予定であったが延期となっている。）

　高津川は島根県西部に位置し、吉賀町を水源とし、津和
野町、益田市を経由して日本海へと注がれる幹川流路延長
81km、流域面積1,090km2 の一級河川です。
　全国で最も水質が良好な河川に何度も選ばれている日本
有数の清流であり、その流れは多くの生き物を育んでいま
す。中でもアユは高津川を代表する魚であり、シーズンに
は多くの釣り客で賑わいます。高津川で獲れたアユは臭み
がなく良質で、背ごし（刺身）、塩焼き、内臓を塩漬けした
「うるか」など様々に楽しめます。

　古くから地域の人々は水と深い関りをもって暮らしてき
ました。源流である大蛇ヶ池では、1年間の豊作を祈願す
る雨乞い神事（水源祭り）が行われます。また、高津川を
舞台にした「水郷祭」では、豊漁・安全を祈願する神事「ホー

「日
本の清流」

[ 中国地方 ]

高
タ カ ツ ガ ワ

津川
高津川水系

清流が育む地域を守り伝える
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ます。
　スジアオノリの収穫には天候や気象条件が大きく関係し
ます。成長に適した温度は 15～ 20℃ですが、近年の天候
不順で吉野川の水温も上昇しており、収穫量が不安定になっ
ています。この対策として、高水温にも耐えられる品種開
発も研究されています。

　吉野川河口域では様々な魚も生息しています。吉野川で
確認される魚種の半数以上が、河口域～下流域の汽水域で
確認されています。また、アユやヨシノボリなどは吉野川
の代表的な魚料理に使われています。
　このように、吉野川は私たちに多くの食の恵みをもたら
してくれています。

　徳島県吉野川の河口部において、11月下旬から 1月にか
けて収穫されるスジアオノリは日本一の生産量を誇ってい
ます。良質な漁場に恵まれた吉野川でとれるスジアオノリ
は品質も良く、芳しい磯の香が特徴です。「青のり」として
お好み焼き、焼きそば、餅、ポテトチップスなど幅広い用
途で利用されています。

　天然のスジアオノリは、全国に分布していますが、特に
西日本の大河の河口付近の淡水と海水が混じる汽水域に生
育していることが多いです。吉野川では河口から約 8km上
流まで生息しています。
　養殖は、ノリ網と呼ばれる網にスジアオノリの胞子を付
着させ、川の中で成長させます。吉野川河口で見られるス
ジアオノリの養殖風景は、吉野川の冬の風物詩となってい

吉野川の食の恵み・スジアオノリ

[ 四国地方 ]

吉
ヨ シ ノ ガ ワ

野川
吉野川水系
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[ 東北地方 ]

赤
ア カ ガ ワ

川
赤川水系

水質だより

　導水による水質改善とともに、地域の方々による水環
境保全活動も行われています。
　このうち「鶴岡舟番所」は、内川流域の環境保全およ
び地域活性化を図るために設立されました。和船を管理・
運営し、歴史・文化的な資源の発掘と地域のまちづくり
につながる取組みを行っています。
　内川舟下りや生き物調査では、子どもたちが身近な自
然にふれて、川や自然環境の大切さを学ぶ機会となって
います。
　また、約 300年前から行われていると文献にある「内
川の藻刈り作業」も行われています。
　夏場になると毎年、川底に藻が茂り、ごみなどがたまっ
て景観を損ねることから、市の委託を受け実施していま
す。

　赤川は山形県酒田市、鶴岡市など庄内地方を流れる河
川です。水源のひとつに霊峰月山があり、古くから山岳
信仰が有名です。赤川の流れは、米どころ「庄内」を長
年支え、庄内地域の歴史と文化を築く重要な役割を果た
してきました。
　その一つ「黒川能」は、500年以上にわたり、農民の
手で受け継がれてきた伝統芸能です。毎年 7月には「水
焔の能」として赤川河川敷の特設水上野外ステージで、
かがり火の中、幻想的に上演されます。

　赤川の支川である「内川」は、かつては非かんがい期
に水量が減り水質が悪化する年もありました。
　このため、関係機関で調査・検討を重ね、既存の農業
施設を活用して、赤川の河川水を最大 4.5m3/s 導水し、
河川浄化を実施しています。



14

ライジャケ・
オン・スタイル

水難事故防止

川は楽しい場所ですがリスクもあります。川に入らなくても
川岸で足を滑らせて転落することもあります。川での水難事
故のほとんどはライフジャケットさえ着ていれば防げた可
能性があります。

川で子どもを事故に遭わせないために、そして自分も事故
に遭わないように、子どもも大人もライフジャケットを着用
することが必要です。

だるまキャラの「山田るま」ちゃんが、
ライフジャケットを着て「川田るま」に変身！




